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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成30年1月25日(2018.1.25)

【公開番号】特開2016-111669(P2016-111669A)
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【手続補正書】
【提出日】平成29年12月7日(2017.12.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　給電部及び接地部に接続される第１導電部材と、
　前記第１導電部材から離隔して配置される第２導電部材と、
　前記給電部に近い位置で前記第１導電部材と前記第２導電部材とを接続する第１接続部
材と、
　前記接地部に近い位置で前記第１導電部材と前記第２導電部材とを接続する第２接続部
材と、を含み、
　前記第１導電部材にはスリットが形成され、前記スリットは前記給電部と前記接地部と
の間に形成され、
　前記第１導電部材は、前記接地部が接続される第１部分と、前記第１部分から所定間隔
離隔して前記スリットを形成し、前記給電部が接続される第２部分と、を含み、
　前記第１導電部材に給電するように前記給電部に接続される給電ラインには、インピー
ダンスマッチングのための第１マッチングモジュールが配置されることを特徴とするアン
テナモジュール。
【請求項２】
　前記第１導電部材のうち前記第１接続部材が接続される部分の位置は、前記給電部が接
続される部分と前記第１導電部材の端部との間で可変である、請求項１に記載のアンテナ
モジュール。
【請求項３】
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　前記第１導電部材のうち前記第２接続部材が接続される部分の位置は、前記接地部が接
続される部分と前記第１導電部材の端部との間で可変である、請求項２に記載のアンテナ
モジュール。
【請求項４】
　一端部が前記第１導電部材に接続され、他端部が前記第２導電部材に接続される第３接
続部材をさらに含み、
　前記第１導電部材のうち前記第３接続部材が接続される部分の位置は、前記接地部が接
続される部分と前記第２接続部材が接続される部分との間で可変であり、
　前記第２導電部材のうち前記第３接続部材が接続される部分の位置は、前記第１接続部
材が接続される部分と前記第２接続部材が接続される部分との間で可変である、請求項３
に記載のアンテナモジュール。
【請求項５】
　一端部が前記第１導電部材もしくは前記第２導電部材に接続されるか又はグランドに接
地され、他端部が開放されるサブアームをさらに含み、
　前記サブアームの一端部が前記第１導電部材に接続される場合、前記一端部は前記接地
部が接続される部分と前記第３接続部材が接続される部分との間に形成され、
　前記サブアームの一端部が前記第２導電部材に接続される場合、前記一端部は前記第１
接続部材が接続される部分と前記第３接続部材が接続される部分との間に形成され、
　前記サブアームの一端部が前記グランドに接地される場合、前記他端部の少なくとも一
部は前記第２導電部材の近傍に離隔形成される、請求項４に記載のアンテナモジュール。
【請求項６】
　前記第１マッチングモジュールには、前記第２部分に流れる電流を制御する第１可変ス
イッチが接続される、請求項１に記載のアンテナモジュール。
【請求項７】
　前記第１導電部材を接地するように前記接地部に接続される接地ラインには、インピー
ダンスマッチングのための第２マッチングモジュールが配置される、請求項１に記載のア
ンテナモジュール。
【請求項８】
　前記第２マッチングモジュールには、前記第１部分に流れる電流を制御する第２可変ス
イッチが接続される、請求項７に記載のアンテナモジュール。
【請求項９】
　前記サブアームには、前記サブアームに流れる電流を制御する第３可変スイッチが接続
される、請求項５に記載のアンテナモジュール。
【請求項１０】
　第１給電部により給電される第１導電部材と、
　前記第１導電部材から離隔して配置され、第２給電部により給電される第２導電部材と
、
　前記第１給電部に近い位置で前記第１導電部材と前記第２導電部材とを接続する第１接
続部材と、
　一端部が前記第１導電部材に接続され、他端部が前記第２導電部材に接続される第２接
続部材と、を含み、
　前記第２接続部材の一端部の位置は、前記第１給電部が接続される部分と前記第１導電
部材の端部との間で可変であり、
　前記第２接続部材の他端部の位置は、前記第２給電部が接続される部分と前記第２導電
部材の端部との間で可変であり、
　前記第１導電部材及び前記第２導電部材は、前記第２給電部に近い位置で開放されてい
ることを特徴とするアンテナモジュール。
【請求項１１】
　前記第２導電部材に形成され、一端部が前記第２給電部が接続される部分と前記第２導
電部材の開放端との間に形成され、他端部が開放されるサブアームをさらに含む、請求項
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１０に記載のアンテナモジュール。
【請求項１２】
　前記第２導電部材のうち前記第２接続部材が接続される部分と前記第２給電部が接続さ
れる部分との間に形成され、前記第２給電部から発生して前記第１給電部に流れる電流を
遮断する第１ブロック部材をさらに含む、請求項１１に記載のアンテナモジュール。
【請求項１３】
　前記第２導電部材に給電するように前記第２給電部に接続される第２給電ラインに形成
され、前記第１給電部から発生して前記第２給電部に流れる電流を遮断する第２ブロック
部材をさらに含む、請求項１２に記載のアンテナモジュール。
【請求項１４】
　前記第１導電部材は、接地ラインを介してグランドに接地され、前記接地ラインには、
第２可変スイッチが接続される、請求項１０に記載のアンテナモジュール。
【請求項１５】
　前記第１導電部材に給電する第１給電ラインには、第１マッチングモジュールが配置さ
れる、請求項１０に記載のアンテナモジュール。
【請求項１６】
　前記第１マッチングモジュールには、前記第１導電部材に流れる電流を制御する第１可
変スイッチが接続される、請求項１５に記載のアンテナモジュール。
【請求項１７】
　前記第１ブロック部材及び前記第２ブロック部材は、集中定数素子を含む、請求項１３
に記載のアンテナモジュール。
【請求項１８】
　前記第１導電部材との電気的結合を生じさせるように、前記サブアームの少なくとも一
部は前記第１導電部材の近傍に離隔形成される、請求項１１に記載のアンテナモジュール
。
【請求項１９】
　端末機本体と、
　前記端末機本体に形成されるアンテナモジュールと、を含み、
　前記アンテナモジュールは、
　互いに離隔して配置される第１導電部材及び第２導電部材と、
　前記第１導電部材及び前記第２導電部材の両端をそれぞれ接続する第１接続部材及び第
２接続部材と、
　一端部が前記第２導電部材に接続され、他端部が前記第１導電部材に接続される第３接
続部材と、を含み、
　前記第１導電部材は給電部及び接地部に接続され、前記第１導電部材又は前記第２導電
部材にはスリットが形成され、前記スリットは前記給電部と前記接地部との間に形成され
、
　前記第１導電部材のうち前記第３接続部材が接続される部分の位置は、前記接地部が接
続される部分と前記第２接続部材が接続される部分との間で可変であり、
　前記第２導電部材のうち前記第３接続部材が接続される部分の位置は、前記第１接続部
材が接続される部分と前記第２接続部材が接続される部分との間で可変であり、
　前記第１導電部材は、前記接地部が接続される第１部分と、前記第１部分から所定間隔
離隔して前記スリットを形成し、前記給電部が接続される第２部分と、を含み、
　前記第１導電部材に給電するように前記給電部に接続される給電ラインには、インピー
ダンスマッチングのための第１マッチングモジュールが配置されることを特徴とする移動
端末機。
【請求項２０】
　前記第１導電部材及び前記第２導電部材は、いずれか一方が前記端末機本体の側面外観
の一部又は全部を形成し、他方が前記端末機本体の内部に配置される、請求項１９に記載
の移動端末機。
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【請求項２１】
　前記第１導電部材及び前記第２導電部材は、平面からなり、前記各平面が互いに垂直に
形成される、請求項１９に記載の移動端末機。
【請求項２２】
　前記第２導電部材は、不均一なパターンに形成される、請求項１９に記載の移動端末機
。
【請求項２３】
　前記第１導電部材のうち前記第１接続部材が接続される部分の位置は、前記給電部が接
続される部分と前記第１導電部材の端部との間で可変である、請求項１９に記載の移動端
末機。
【請求項２４】
　前記第１導電部材のうち前記第２接続部材が接続される部分の位置は、前記接地部が接
続される部分と前記第１導電部材の端部との間で可変である、請求項１９に記載の移動端
末機。
【請求項２５】
　一端部が前記第１導電部材に接続され、他端部が開放されるサブアームをさらに含み、
　前記サブアームの一端部は前記接地部が接続される部分と前記第３接続部材が接続され
る部分との間に形成される、請求項１９に記載の移動端末機。
【請求項２６】
　端末機本体と、前記端末機本体に形成されるアンテナモジュールと、を含み、
　前記アンテナモジュールは、
　互いに離隔して配置され、第１給電部及び第２給電部によりそれぞれ給電される第１導
電部材及び第２導電部材と、
　前記第１給電部に近い位置で前記第１導電部材と前記第２導電部材とを接続する第１接
続部材と、
　一端部が前記第１導電部材に接続され、他端部が前記第２導電部材に接続される第２接
続部材と、を含み、
　前記第２接続部材の一端部の位置は、前記第１給電部が接続される部分と前記第１導電
部材の端部との間で可変であり、
　前記第２接続部材の他端部の位置は、前記第２給電部が接続される部分と前記第２導電
部材の端部との間で可変であり、
　前記第１導電部材及び前記第２導電部材は、前記第２給電部に近い位置で開放されてい
ることを特徴とする移動端末機。
【請求項２７】
　前記第１導電部材及び前記第２導電部材は、いずれか一方が前記端末機本体の側面外観
の一部又は全部を形成し、他方が前記端末機本体の内部に配置される、請求項２６に記載
の移動端末機。
【請求項２８】
　前記第２導電部材のうち前記第２接続部材が接続される部分と前記第２給電部が接続さ
れる部分との間に形成され、前記第２給電部から発生して前記第１給電部に流れる電流を
遮断する第１ブロック部材をさらに含む、請求項２６に記載の移動端末機。
【請求項２９】
　前記第２導電部材に給電するように前記第２給電部に接続される第２給電ラインに形成
され、前記第１給電部から発生して前記第２給電部に流れる電流を遮断する第２ブロック
部材をさらに含む、請求項２６に記載の移動端末機。
【請求項３０】
　前記第２導電部材に形成され、一端部が前記第２給電部が接続される部分と前記第２導
電部材の開放端との間に形成され、他端部が開放されるサブアームをさらに含む、請求項
２６に記載の移動端末機。
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